
数
は
.

一
O
、
三
粁
毎
秒
乃
至
一
一
‘
二
五
粁
毎
秒
で
あ
っ
て
、
陸
地
の
表
層
乞
遜
る
震
波
に
関
す
る
も
の
よ
'
り
も
決
し

て
小
ヨ
く
は
な
い
E

(

気
象
条
誌
第
二
時
第
六
巻
第
十
時
抗
)
此
の
事
賓
と
前
越
の
如
く
縦
波
の
逮
皮
の
大

3
V事
乞
認
め
た

上
は
、
横
波
も
亦
海
底
の
方
が
遮
皮
が
大
主
い
事
か
推
断
出
来
る
。

φ 
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阿
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に

闘

す

る

近

況

報

告
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本

d
H
H
H
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イ長

。所

阿
蘇
火
山
は
本
年
に
入
。
頓
に
勢
力
を
失
ひ
た
る
も
一
月
十
二
日
に
は
小
爆
殺
を
起
し
噴
姻
上
騰
し
蛍
時
の
鳴
動
は
高
'

森
方
面
迄
聞
え
た
の
共
後
は
一
長
一
泊
僅
に
問
欺
的
に
白
畑
(
大
部
分
水
蒸
気
な
る
も
の
の
如
し
)
を
摩
川
、
る
程
度
に
て
経

過
せ
・
'nJ'
、
而
し
て
五
月
サ
五
日
嘗
所
高
瀬
技
手
登
山
の
際
に
は
、
南
の
池
(
第
四
火
口
)
は
全
く
休
止
欣
態
に
あ
ι
り
て
、
却

て
中
の
池
(
第
二
火
口
)
に
活
気
を
呈
し
た
る
粍
迄
に
到
れ
'
り
。
然
る
に
九
月
六
日
午
後
五
時
四
十
分
頃
俄
然
南
の
池
は
再

ぴ
中
程
度
の
爆
殺
を
な
し
、
一
時
は
黒
煙
天
に
沖
し
、
附
近
の
人
々
戸
外
に
出
℃
L
望
見
せ
し
程
な

b
し
も
、
又
忽
ち
哀

へ
た
り
、
同
月
廿
三
日
世
田
所
佐
々
木
技
生
登
山
の
時
に
は
、
南
の
池
は
猶
徐
勢
を
持
ち
白
煙
を
翠
け
つ

L
あ
ι
り
た
め
と
云

ヨ
O
七
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火
の
.現

朕

N
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三三玄宇l.~5" :矢閉ω
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三

O
八

p
戸
、
然
る
に
十
月
十
一
日
頃
よ
ιり
南

の
池
は
再
び
活
動
を
開
始
し
、
本
年

に
入
。
て
初
め
て
の
壮
観
を
現
は
せ

ム
ツ
、
其
後
連
目
黒
煙
張
く
噴
出
し
、

覆
は
高
森
方
面
迄
降
散
し
た
る
も
、

目
下
格
別
の
被
害
を
認
め
ず
。

昭
和
二
年
十
一
月
二
日
及
三
日
の

雨
日
阿
蘇
山
を
踏
査
せ
し
報
告
左
の

加
し
。

第
一
の
池
は
濁
水
を
湛
へ
僅
に
m
m
s

〈き

湯
気
を
そ
の
線
透
よ
λ

り
噴
出
す
る
程

度
に
て
至
っ
て
静
穏
な

6
0

第
二
の
池
は
表
面
泥
士
院
し
て
、
亀

裂
を
生
じ
》
中
央
部
二
十
坪
位
裂
孔
の
所
々
一

O
O
ケ
所
位
の
孔
よ

h
織
ん
に
蒸
気
を
噴
出
し
、
ゴ

E
/
¥
一
意
を
立
て
つ
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コ二

O

つ
あ
ム
り
。
孔
の
縁
迭
に
は
硫
黄
の
結
品
物
凝
結
せ
。
。
蒸
気
の
噴
出
は
買
に
織
に
し
て
四

O
米
位
の
高
ヨ
迄
熱
湯
を
混
じ

て
噴

3
出
し
つ

L
あムリ。

第
三
の
池
は
少
し
く
水
を
湛
へ
℃
会
然
休
止
吠
態
を
績
け
居
れ
ι
りo

第
四
の
池
は
、
目
下
猛
烈
な
る
噴
畑
中
に
て
本
年
九
月
六
日
の
爆
議
後
は
火
口
ニ
ヶ
所
と
な

b
し
模
様
に
て
‘
新
し

3

も
の
は
、
法
問
火
口
の
西
側
ぽ
生
じ
、
奮
火
口
は
休
止
せ
る
ら
し
く
見
受
け
ら
る
も
、
目
下
蛾
ん
に
噴
畑
中
に
℃
、
そ
の
就

剣
然
た
ら
ず
、
噴
煙
は
第
二
池
蒸
気
噴
出
の
如
〈
、
犀
力
は
な
く
膝
々
と
噴
き
出
す
様
汽
車
の
姻
突
ょ

J
姻
を
は
く
状
態

に
似
た

b
、
噴
煙
は
渇
色
土
星
し
よ
な
を
相
官
混
じ
居
れ
h
ノロ

硫
黄
の
臭
気
鼻
を
刺
戟
し
、
噴
畑
に
直
面
す
る
時
は
呼
吸
苦
し
く
、
煙
目
に
入
る
時
は
ぴ
ム
ツ
/
¥
痛
み
を
戚
ず
。

第
五
の
池
は
少
々
濁
水
を
湛
へ
、
孔
壁
の
所
々
よ
A

り
小
部
分
活
気
あ
る
蒸
気
を
噴
出
せ

0
0

.
一
一
最
近
噴
火
の
綾
遷

山
上
茶
底
の
市
原
築
馬
渡
透
農
減
雨
氏
よ
'
り
諒
取
し
た
る
所
を
綜
合
す
る
に
、
第
四
の
池
口
本
年
九
月
六
日
午
后
五
時

四
O
分
一
大
活
動
を
始
む
。

従
来
蒸
気
を
噴
出
し
た
る
の
み
な

0
し
が
、
A
V

回
目
上
。
黒
姻
噴
出
し
十
月
五
日

X
Fり
は
よ
な
を
混
じ
た
る
黒
姻
噴
出
し

十
月
十
四
日
よ
h
は
一
史
に
噴
姻
甚
し
く
、
十
月
三
十
日
よ
'
り
は
噴
畑
渇
色
乞
帯
ぶ
。

第
二
の
池
は
約
一
ヶ
月
位
前
迄
は
水
を
湛
へ
た
る
も
水
次
第
に
減
少
し
、
現
今
は
全
く
乾
き
、
泥
土
の
池
面
亀
裂
を
生



般
に
蒸
気
を
噴
く
外
、
時
々
部
分
的
に
泥
土
を
打
ち
上
げ
つ
、
ぁ
，
り
、
第
二
池
噴
出
の
援
還
は
従
来
他
の
池
爆
殺
の
径

路
に
酷
似
し
た
る
所
に
し
て
或
は
近
〈
爆
殺
す
忍
も
の
の
殺
に
思
は
る
。

九
月
六
日
以
来
今
日
抱
一
熔
岩
噴
出
稼
度
の
小
爆
殺
を
な
す
こ
と
七
同
に
及
ペ
ウ
斯
か
る
媛
繁
な
る
活
動
は
明
治
三
十
八

年
以
来
の
と
と
に
し
て
、
山
上
に
生
業
を
傍
h
u
者
も
少
し
〈
恐
怖
を
戚
ず
る
位
な
A

リ。

一
二
九
月
六
日
爆
殺
の
模
様
(
市
原
、
渡
透
雨
人
の
談
に
よ
る
)

時
国
日
午
後
五
時
四

O
分
頃
火
口
の
南
側
に
嘗
る
浅
間
山
が
ゴ

1
/
¥
又
は
ご
ろ
/
¥
左
鳴
動
し
た
る
に
よ
ム
リ
、

ζ

の
山

が
爆
殺
す
る
か
を
思
ム
内
、
克
に
ど
・
・
'
・
・
と
一
旦
目
し
て
、
芦
障
子
振
動
せ
。
、
直
に
火
口
に
念
ぎ
向
ひ
た
る
に
途
中
道
り

南
側
に
は
一
一
回
泥
土
を
混
じ
た
る
、
熱
湯
が
川
を
な
し
て
流
れ
居
'
り
た
る
に
は
絞
け
。
。

と
の
流
は
後
に
て
見
、
た
る
に
、
高
ヨ
六
尺
位
の
所
に
そ
の
痕
跡
を
残
し
て
、
烏
帽
子
岳
の
南
側
に
流
れ
た
。
、
是
が
若

し
、
茶
応
の
方
に
流
れ
し
な
ら
ば
、
同
方
面
は
徐
程
の
被
害
あ

0
し
事
と
戦
燥
を
戚
じ
た
る
次
第
な
'
り
。

こ
の
爆
授
に
よ
'O
て
、
経
一
尺
位
の
熔
岩
は
数
百
箇
或
は
千
筒
位
も
飛
び
出
せ
A
ッ。

問

就
に
五
十
日
以
上
を
経
過
せ
し
が
故
に
、
九
月
六
日
爆
後
蛍
時
の
熔
岩
噴
出
獄
況
を
詳
に
知
。
難
け
れ
共
、
其
所
々
に

噴
出
せ
し
熔
岩

散
在
せ
る
模
様
よ
ム
ツ
し
て
、
熔
岩
は
数
百
を
以
℃
数
ふ
る
程
な

0
0
迄
等
は
経
一
尺
又
は
二
尺
程
度
の
も
の
に
し
て
そ
の

位
置
付
火
口
丘
ょ
。
北
西
に
常
る
方
市
に
の
み
あ

0
0
火
日
丘
よ
ウ
の
距
離

-
0
0
米
よ
A
ツ三

O
O
米
位
の
所
に
多
く
落

一一一
一
一



概
略
六
十
一
才

下
せ
る
が
如
し
、
(
こ
の
噴
出
方
角
は
従
来
よ
'
り
幾
ら
ぎ
る
が
如
し
)
そ
の
内
最
大
な
る
も
の
は
別
紙
B
闘
の
も
の
に
じ
℃

一-
F一

一
一一

一
九

O
貫
に
及
ベ
ム
ッ
。
(
熔
岩
破
片
の
比
重
二
六
あ

0
・)
C
闘
に
於
け
る
が
如
き
張
痕
と
も
一
五
ふ
べ
き
、

地
商
の
摺
鉢
狭
間
陥
は
爆
殺
の
秒
間
時
は
数
多
か
ウ
し
由
な
れ
共
、
現
在
は
そ
の
形
く
ず
れ
て
極
め
て
大
な
る
も
の
、
外
は

認
め
難
し
。

到
附
近
温
泉
等
の
状
況

山
腹
の
湯
の
谷
温
泉
場
等
に
℃
は
、
そ
の
泉
放
の
近
時
異
肢
を
認
め
ゴ
る
由
な

0
0

対
絡
に
、
九
月
十
月
中
に
於
け
る
熊
本
よ
ム
げ
の
遠
望
槻
測
に
よ
る
噴
畑
の
挟
況
を
左
に
記
す
。

九
月
二
十
三
日

十

月

一

日ヘ九
日

十

日

十

月

十

一

日

十

二

日

十

三

日

十
‘
四
日

噴
畑
わ
り
弱
へ
白
色
)

同
上
《
白
色
)
十
七
時
よ
り
噴
畑
強
し

噴
姻
あ
り
弱

グ

日

グ

日

グ

グ

グ噴噴グ
姻姻
強あ
しり
ベコ 11 
L 

5昆
f、
白
色、J

グ11 

十

五

日

十

六

日

十

八

日

十

九

日

二

十

日

二
十
一
日

二
十
二
日

三

十

日

三
十
一
日

一

日

間

十
一
月

H
M
 噴

姻
0
・
L
強
し

噴
畑
あ
り
弱
し
微
量

噴
畑
強
し

噴
畑
強
し

噴
姻
強
し

日

グ

飛

来

す

白
畑
弱
し

白
畑
弱
し

噴
畑
強
し

噴
畑
弱
し

(
日
浸
技
手
踏
査
報
告
〉


